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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部及び前記表示部への操作を検出可能な操作検出部を含む操作表示部と、
　前記操作表示部に対するジェスチャー操作を検出する検出処理部と、
　前記検出処理部により検出されるジェスチャー操作を、ジョブと関連付けて記憶する記
憶処理部と、
　前記記憶処理部により記憶されている前記ジェスチャー操作と同じジェスチャー操作が
前記検出処理部により検出されたことに応じて、前記ジェスチャー操作に関連付けられて
いる前記ジョブに関する情報を前記操作表示部に表示する表示処理部と、
　を備え、
　前記記憶処理部は、前記ジョブについての前記操作表示部に対する実行開始操作が行わ
れた後の予め定められた期間に前記検出処理部により検出されるジェスチャー操作を、前
記ジョブと関連付けて記憶する画像処理装置。
【請求項２】
　表示部及び前記表示部への操作を検出可能な操作検出部を含む操作表示部と、
　前記操作表示部に対するジェスチャー操作を検出する検出処理部と、
　前記検出処理部により検出されるジェスチャー操作を、ジョブと関連付けて記憶する記
憶処理部と、
　前記記憶処理部により記憶されている前記ジェスチャー操作と同じジェスチャー操作が
前記検出処理部により検出されたことに応じて、前記ジェスチャー操作に関連付けられて
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いる前記ジョブに関する情報を前記操作表示部に表示する表示処理部と、
　を備え、
　前記表示処理部は、前記ジョブを操作するコマンドキーを前記操作表示部に表示するも
のであって、前記ジョブの進捗状況に応じて異なる前記コマンドキーを前記操作表示部に
表示する画像処理装置。
【請求項３】
　表示部及び前記表示部への操作を検出可能な操作検出部を含む操作表示部と、
　前記操作表示部に対するジェスチャー操作を検出する検出処理部と、
　前記検出処理部により検出されるジェスチャー操作を、ジョブと関連付けて記憶する記
憶処理部と、
　前記記憶処理部により記憶されている前記ジェスチャー操作と同じジェスチャー操作が
前記検出処理部により検出されたことに応じて、前記ジェスチャー操作に関連付けられて
いる前記ジョブに関する情報を前記操作表示部に表示する表示処理部と、
　を備え、
　前記検出処理部は、前記操作表示部の画面上の任意の領域に対して行われる前記ジェス
チャー操作を検出可能である画像処理装置。
【請求項４】
　前記検出処理部は、前記操作表示部に対するタッチ操作が検出されたときに、当該タッ
チ操作が、前記ジェスチャー操作であるか、前記操作表示部に表示されているソフトキー
の操作であるかを判別する、
　請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記記憶処理部は、前記ジョブについての前記操作表示部に対する実行開始操作が行わ
れた後の予め定められた期間に前記検出処理部により検出されるジェスチャー操作を、前
記ジョブと関連付けて記憶する、
　請求項２又は３に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記期間が、前記実行開始操作が行われてから予め定められた一定時間が経過するまで
の期間である、
　請求項１又は５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記操作表示部を操作するユーザーを識別する識別処理部を更に備え、
　前記記憶処理部は、前記ジェスチャー操作と当該ジェスチャー操作を行ったユーザーと
を、前記ジョブと関連付けて記憶し、
　前記表示処理部は、前記記憶処理部により記憶されている前記ジェスチャー操作と同じ
ユーザーによる同じジェスチャー操作が検出されたことに応じて、前記ジェスチャー操作
に関連付けられている前記ジョブに関する情報を前記操作表示部に表示する、
　請求項１～６のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記表示処理部は、前記ジョブの進捗状況を示す情報を前記操作表示部に表示する、
　請求項１～７のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記表示処理部は、前記ジョブを操作するコマンドキーを前記操作表示部に表示する、
　請求項１～８のいずれかに記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジョブに関する情報を表示することが可能な画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　画像処理装置に蓄積されたジョブ情報を表示部に常に表示することにより、前記ジョブ
情報をユーザーが常に確認することが可能な画像処理装置が知られている（例えば、特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１３５４９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記画像処理装置では、前記表示部に前記ジョブ情報が常に表示される
ので、その分だけ、前記ジョブ情報以外の情報を表示するための表示領域が狭くなってし
まう。
【０００５】
　本発明の目的は、画像処理装置に記憶されている一又は複数のジョブのうちの特定のジ
ョブに関する情報をユーザーが必要に応じて簡単に表示させることが可能な画像処理装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の局面に係る画像処理装置は、操作表示部と、検出処理部と、記憶処理部と
、表示処理部と、を備える。前記操作表示部は、表示部及び前記表示部への操作を検出可
能な操作検出部を含む。前記検出処理部は、前記操作表示部に対するジェスチャー操作を
検出する。前記記憶処理部は、前記検出処理部により検出されるジェスチャー操作を、ジ
ョブと関連付けて記憶する。前記表示処理部は、前記記憶処理部により記憶されている前
記ジェスチャー操作と同じジェスチャー操作が前記検出処理部により検出されたことに応
じて、前記ジェスチャー操作に関連付けられている前記ジョブに関する情報を前記操作表
示部に表示する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、画像処理装置に記憶されている一又は複数のジョブのうちの特定のジ
ョブに関する情報をユーザーが必要に応じて簡単に表示させることが可能な画像処理装置
が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る画像処理装置のシステム構成を示すブロック図
である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る画像処理装置の操作表示部の外観を示す図であ
る。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る画像処理装置で用いられるジョブ情報の一例を
示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る画像処理装置で用いられるジェスチャー情報の
一例を示す図である。
【図５】図５は、本発明の実施形態に係る画像処理装置で用いられる画面構成情報の一例
を示す図である。
【図６】図６は、本発明の実施形態に係る画像処理装置で実行されるジョブ表示処理の手
順の一例を示すフローチャートである。
【図７】図７は、本発明の実施形態に係る画像処理装置で実行されるジェスチャー登録処
理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図８】図８は、本発明の実施形態に係る画像処理装置の操作表示部に対して行われるジ
ェスチャー操作の一例を示す図である。
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【図９】図９は、本発明の実施形態に係る画像処理装置で表示されるジョブ詳細画面の一
例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下添付図面を参照しながら、本発明の実施形態について説明し、本発明の理解に供す
る。なお、以下の実施形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範囲を
限定するものではない。
【００１０】
［画像処理装置の構成］
　図１に示されるように、本発明の実施形態に係る画像処理装置１は、操作表示部１０、
ＡＤＦ（Auto Document Feeder）１１、画像読取部１２、画像形成部１３、通信Ｉ／Ｆ１
４、記憶部１５、及び制御部１６などを備える。具体的に、画像処理装置１は、プリンタ
ー機能、スキャナー機能、コピー機能、及びファクシミリ機能などを有する複合機である
。なお、本発明は、複合機に限らず、コピー機、プリンター、ファクシミリ装置のような
任意の画像処理装置に適用可能である。
【００１１】
　操作表示部１０は、図２に示されるように、情報を表示する液晶ディスプレーなどの表
示部２０と、ユーザー操作を受け付けるタッチパネル及び操作ボタンなどの操作部とを備
える。前記タッチパネルは、例えば表示部２０の画面上に設けられ、表示部２０への操作
（タッチ操作）を検出可能である。前記タッチパネルは、本発明の「操作検出部」の一例
である。操作表示部１０には、前記操作ボタンとして、複数のハードキーが設けられてい
る。具体的には、操作表示部１０には、スタートキー２１、及びその他の複数のハードキ
ー２２が設けられている。また、表示部２０には、必要に応じて一又は複数のソフトキー
（例えば、後述のソフトキーＫ１、ログアウトキーＫ２、及びコマンドキーＫ３）が表示
される。
【００１２】
　ＡＤＦ１１は、原稿セット部、搬送ローラー、原稿押さえ、及び排紙部を備え、画像読
取部１２の読み取り対象となる原稿を搬送する自動原稿搬送装置である。
【００１３】
　画像読取部１２は、原稿台、光源、ミラー、光学レンズ、及びＣＣＤ（Charge Coupled
 Device）を備え、原稿の画像を読み取って画像データとして出力することが可能である
。
【００１４】
　画像形成部１３は、電子写真方式又はインクジェット方式で画像データに基づく印刷処
理を実行することが可能であり、前記画像データに基づいてシート上に画像を形成する。
例えば、画像形成部１３が電子写真方式の画像形成部である場合、画像形成部１３は感光
体ドラム、帯電器、露光装置、現像装置、転写装置、及び定着装置などを備える。
【００１５】
　通信Ｉ／Ｆ１４は、電話回線、インターネット、又はＬＡＮなどの通信網を介して、外
部のファクシミリ装置又はパーソナルコンピューターなどの情報処理装置との間で所定の
通信プロトコルに従った通信処理を実行することが可能な通信インターフェイスである。
【００１６】
　記憶部１５は、ハードディスク又はＥＥＰＲＯＭ（登録商標）などの不揮発性の記憶部
である。記憶部１５には、制御部１６によって実行される各種の制御プログラム、及び各
種のデータなどが記憶される。記憶部１５には、例えば、ジョブ情報Ｄ１（図３参照）、
ジェスチャー情報Ｄ２（図４参照）、及び画面構成情報Ｄ３（図５参照）が記憶される。
これらの情報の詳細については後述する。
【００１７】
　制御部１６は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡＭなどの制御機器を備える。前記ＣＰＵは、
各種の演算処理を実行するプロセッサーである。前記ＲＯＭは、前記ＣＰＵに各種の処理
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を実行させるための制御プログラムなどの情報が予め記憶される不揮発性の記憶部である
。前記ＲＡＭは、前記ＣＰＵが実行する各種の処理の一時記憶メモリー（作業領域）とし
て使用される揮発性又は不揮発性の記憶部である。
【００１８】
　ところで、画像処理装置１に蓄積されたジョブ情報（例えば、実行中のジョブに関する
情報、待機中のジョブに関する情報、完了したジョブに関する情報など）を表示部２０に
常に表示するようにすれば、前記ジョブ情報をユーザーが常に確認することが可能となる
。しかしながら、この場合には、表示部２０に前記ジョブ情報が常に表示されるので、そ
の分だけ、前記ジョブ情報以外の情報を表示するための表示領域が狭くなってしまう。こ
れに対して、本実施形態に係る画像処理装置１では、以下で説明する構成及び動作によっ
て、画像処理装置１に記憶されている一又は複数のジョブのうちの特定のジョブに関する
情報をユーザーが必要に応じて簡単に表示させることが可能である。
【００１９】
　具体的に、制御部１６は、検出処理部１６１、記憶処理部１６２、表示処理部１６３、
及び識別処理部１６４を含む。なお、制御部１６は、前記制御プログラムに従って各種の
処理を実行することによりこれらの各処理部として機能する。また、制御部１６は、これ
らの各処理部の一部又は複数の処理機能を実現する電子回路を備えるものであってもよい
。
【００２０】
　検出処理部１６１は、操作表示部１０に対するジェスチャー操作を検出する。具体的に
は、検出処理部１６１は、操作表示部１０に設けられている前記タッチパネルからの信号
に基づいて、表示部２０の画面上で行われたジェスチャー操作を検出する。前記ジェスチ
ャー操作は、表示部２０の画面に対するタッチ操作の一種であり、例えば図８に示される
ように、表示部２０の画面上で指又はペンなどで任意の形状（例えば、図形、記号、文字
など）を描く操作である。
【００２１】
　本実施形態では、検出処理部１６１は、操作表示部１０の画面上の任意の領域に対して
行われる前記ジェスチャー操作を検出可能である。また、検出処理部１６１は、操作表示
部１０に対するタッチ操作が検出されたときに、当該タッチ操作が、前記ジェスチャー操
作であるか、操作表示部１０に表示されているソフトキーの操作であるかを判別すること
が可能である。例えば、検出処理部１６１は、表示部２０に表示されている複数のソフト
キーのいずれかが指でタッチされたあと、当該ソフトキー上から指が外れることなしに、
当該ソフトキー上で指が離された場合に、当該タッチ操作がソフトキーの操作であると判
断する。一方、それ以外のタッチ操作が検出された場合（例えば、図８に示されるような
形状Ｊ１が描かれた場合）は、検出処理部１６１は、当該タッチ操作を前記ジェスチャー
操作であると判断する。これにより、ユーザーは、表示部２０の画面上の任意の領域にお
いて前記ジェスチャー操作を行うことが可能であり、なおかつ、表示部２０に表示されて
いるソフトキーを操作することも可能である。
【００２２】
　記憶処理部１６２は、検出処理部１６１により検出される前記ジェスチャー操作を、画
像処理装置１で実行されるジョブと関連付けて、記憶部１５又は前記ＲＡＭなどに記憶す
る。例えば、記憶処理部１６２は、図４に示されるようなジェスチャー情報Ｄ２を記憶部
１５に記憶する。
【００２３】
　記憶処理部１６２は、例えば、前記ジョブについての操作表示部１０に対する実行開始
操作が行われた後の予め定められた期間に検出処理部１６１により検出されるジェスチャ
ー操作を、前記ジョブと関連付けて記憶する。前記実行開始操作は、例えば、図２に示さ
れるスタートキー２１の操作である。前記期間は、例えば、前記実行開始操作が行われて
から予め定められた一定時間（例えば１０秒間）が経過するまでの期間である。
【００２４】
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　表示処理部１６３は、記憶処理部１６２により記憶されている前記ジェスチャー操作と
同じジェスチャー操作が検出処理部１６１により検出されたことに応じて、前記ジェスチ
ャー操作に関連付けられている前記ジョブに関する情報を操作表示部１０に表示する。例
えば、表示処理部１６３は、図９に示されるようなジョブ詳細画面Ｐ１を操作表示部１０
に表示する。ジョブ詳細画面Ｐ１には、前記ジョブの進捗状況を示す情報と、前記ジョブ
を操作する複数のコマンドキーＫ３とが含まれる。表示処理部１６３は、前記ジョブの進
捗状況に応じて異なるコマンドキーＫ３を操作表示部１０に表示してもよい。
【００２５】
　識別処理部１６４は、操作表示部１０を操作するユーザーを識別する。例えば、識別処
理部１６４は、表示部２０に表示されるログイン画面（不図示）を通じて入力されるユー
ザーＩＤに基づいてユーザーを識別することが可能である。もしくは、識別処理部１６４
は、ユーザーが携帯するＩＣカード（不図示）に記憶されているユーザーＩＤをカードリ
ーダー（不図示）で読み取ることによってユーザーを識別してもよい。
【００２６】
　本実施形態では、記憶処理部１６２は、前記ジェスチャー操作と当該ジェスチャー操作
を行ったユーザーとを、前記ジョブと関連付けて記憶する。そして、表示処理部１６３は
、記憶処理部１６２により記憶されている前記ジェスチャー操作と同じユーザーによる同
じジェスチャー操作が検出されたことに応じて、前記ジェスチャー操作に関連付けられて
いる前記ジョブに関する情報を操作表示部１０に表示する。
【００２７】
［ジョブ表示処理］
　次に、図６を参照しつつ、制御部１６によって実行されるジョブ表示処理の手順の一例
について説明する。ここで、ステップＳ１，Ｓ２，・・・は、制御部１６により実行され
る処理手順（ステップ）の番号を表している。なお、前記ジョブ表示処理は、例えば、画
像処理装置１の電源がオンされたことに応じて開始され、その後、画像処理装置１の電源
がオフされたことに応じて終了される。
【００２８】
＜ステップＳ１＞
　まず、ステップＳ１において、制御部１６（識別処理部１６４）は、ユーザーがログイ
ンしたか否かを判断する。例えば、制御部１６は、表示部２０に表示されるログイン画面
（不図示）を通じて入力されるユーザーＩＤ及びパスワードに基づいて、ユーザーがログ
インしたか否かを判断する。そして、ユーザーがログインしたと判断されると（Ｓ１：Ｙ
ｅｓ）、処理がステップＳ２に移行する。一方、ユーザーがログインしていないと判断さ
れると（Ｓ１：Ｎｏ）、ユーザーがログインしたと判断されるまで、ステップＳ１の処理
が繰り返される。
【００２９】
＜ステップＳ２＞
　ステップＳ２において、制御部１６は、前記実行開始操作が行われたか否かを判断する
。例えば、制御部１６は、図２に示されるようなコピー設定画面等を通じてジョブの設定
が行われた後に、スタートキー２１が押下された場合に、前記実行開始操作が行われたと
判断する。そして、前記実行開始操作が行われたと判断されると（Ｓ２：Ｙｅｓ）、処理
がステップＳ３に移行する。このとき、前記ジョブに関する情報がジョブ情報Ｄ１に追加
される。例えば、図３に示されるように、前記ジョブを識別するための「ジョブＩＤ」、
前記ジョブに対する前記実行開始操作が行われた日時を示す「受付日時」、及び前記ジョ
ブの実行を指示したユーザー（すなわち、前記実行開始操作が行われたときにログインし
ていたユーザー）を識別するための「ユーザーＩＤ」などがジョブ情報Ｄ１に追加される
。なお、図３に示されるジョブ情報Ｄ１における「進捗状況」の情報は、各ジョブの進捗
状況に応じて随時更新される。一方、前記実行開始操作が行われていないと判断されると
（Ｓ２：Ｎｏ）、処理がステップＳ４に移行する。
【００３０】
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＜ステップＳ３＞
　ステップＳ３において、制御部１６は、ジェスチャー登録処理を実行する。以下、図７
を参照しつつ、ステップＳ３で実行される前記ジェスチャー登録処理の手順の一例につい
て説明する。
【００３１】
＜ステップＳ２１＞
　ステップＳ２１において、制御部１６は、タッチ操作が開始されたか否かを判断する。
例えば、制御部１６は、操作表示部１０からの信号に基づいて、表示部２０の画面がタッ
チされたことを検出すると、前記タッチ操作が開始されたと判断する。そして、前記タッ
チ操作が開始されたと判断されると（Ｓ２１：Ｙｅｓ）、処理がステップＳ２２に移行す
る。一方、前記タッチ操作が開始されていないと判断されると（Ｓ２１：Ｎｏ）、処理が
ステップＳ２７に移行する。
【００３２】
＜ステップＳ２２＞
　ステップＳ２２において、制御部１６（検出処理部１６１）は、表示部２０の画面上に
描かれた形状を記憶する。例えば、制御部１６は、操作表示部１０からの信号に基づいて
タッチ位置の移動方向及び移動量を周期的に検出し、それらのデータを前記ＲＡＭに順次
記憶する。
【００３３】
＜ステップＳ２３＞
　ステップＳ２３において、制御部１６は、前記タッチ操作が終了したか否かを判断する
。例えば、制御部１６は、操作表示部１０からの信号に基づいて、表示部２０の画面がタ
ッチされていない状態であることを検出すると、前記タッチ操作が終了したと判断する。
そして、前記タッチ操作が終了したと判断されると（Ｓ２３：Ｙｅｓ）、処理がステップ
Ｓ２４に移行する。一方、前記タッチ操作が終了していないと判断されると（Ｓ２３：Ｎ
ｏ）、処理が前記ステップＳ２２に戻る。
【００３４】
＜ステップＳ２４＞
　ステップＳ２４において、制御部１６は、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であ
るか否かを判断する。具体的には、制御部１６は、前記ステップＳ２２で前記ＲＡＭに記
憶されたデータ（すなわち、表示部２０の画面上に描かれた形状を示すデータ）に基づい
て、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であるか、表示部２０に表示されているソフ
トキー（例えば、ソフトキーＫ１、ログアウトキーＫ２、又はコマンドキーＫ３）の操作
であるかを判定する。例えば、制御部１６は、前記タッチ操作における全てのタッチ位置
がいずれか１つのソフトキー上にある場合には、前記タッチ操作が当該ソフトキーの操作
であると判断し、それ以外の場合には、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であると
判断する。前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であると判断されると（Ｓ２４：Ｙｅ
ｓ）、処理がステップＳ２５に移行する。一方、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作
ではないと判断されると（Ｓ２４：Ｎｏ）、処理がステップＳ２６に移行する。
【００３５】
＜ステップＳ２５＞
　ステップＳ２５において、制御部１６（記憶処理部１６２）は、前記ジェスチャー操作
を、前記ジョブと関連付けて記憶する。例えば、制御部１６は、前記ジェスチャー操作と
して、前記ステップＳ２２で前記ＲＡＭに記憶されたデータ（すなわち、表示部２０の画
面上に描かれた形状を示すデータ）をジェスチャー情報Ｄ２に追加する。このとき、制御
部１６は、図４に示されるように、前記ジェスチャー操作の形状を示すデータと共に、前
記ジェスチャー操作を行ったユーザー（すなわち、現在ログイン中のユーザー）の「ユー
ザーＩＤ」、及び前記ジョブを識別するための「ジョブＩＤ」もジェスチャー情報Ｄ２に
追加する。そして、前記ジェスチャー登録処理が終了する。
【００３６】
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　なお、ジェスチャー情報Ｄ２に新たに追加しようとするジェスチャー操作と同じユーザ
ーによる同じジェスチャー操作がジェスチャー情報Ｄ２にすでに登録されている場合には
、制御部１６は、例えば、すでに登録されているジェスチャー操作を削除した上で、新た
なジェスチャー操作をジェスチャー情報Ｄ２に追加してもよい。もしくは、制御部１６は
、すでに登録されているジェスチャー操作を残したままで、新たなジェスチャー操作をジ
ェスチャー情報Ｄ２に追加してもよい。
【００３７】
＜ステップＳ２６＞
　ステップＳ２６において、制御部１６は、前記タッチ操作により操作されたソフトキー
（例えば、ソフトキーＫ１、ログアウトキーＫ２、又はコマンドキーＫ３）に対応する処
理を実行する。そして、前記ジェスチャー登録処理が終了する。
【００３８】
＜ステップＳ２７＞
　ステップＳ２７において、制御部１６は、前記実行開始操作が行われてから、予め定め
られた一定時間（例えば１０秒間）が経過したか否かを判断する。そして、前記実行開始
操作が行われてから前記一定時間が経過したと判断されると（Ｓ２７：Ｙｅｓ）、前記ジ
ェスチャー登録処理が終了する。一方、前記実行開始操作が行われてから前記一定時間が
経過していないと判断されると（２７：Ｎｏ）、処理が前記ステップＳ２１に戻る。
【００３９】
　前記ジェスチャー登録処理が終了すると、処理が図６のステップＳ４に移行する。以下
、図６を再び参照しつつ、前記ジョブ表示処理におけるステップＳ４以降の処理について
説明する。
【００４０】
＜ステップＳ４＞
　ステップＳ４において、制御部１６は、タッチ操作が開始されたか否かを判断する。例
えば、制御部１６は、操作表示部１０からの信号に基づいて、表示部２０の画面がタッチ
されたことを検出すると、前記タッチ操作が開始されたと判断する。そして、前記タッチ
操作が開始されたと判断されると（Ｓ４：Ｙｅｓ）、処理がステップＳ５に移行する。一
方、前記タッチ操作が開始されていないと判断されると（Ｓ４：Ｎｏ）、処理がステップ
Ｓ１１に移行する。
【００４１】
＜ステップＳ５＞
　ステップＳ５において、制御部１６（検出処理部１６１）は、表示部２０の画面上に描
かれた形状を記憶する。例えば、制御部１６は、操作表示部１０からの信号に基づいてタ
ッチ位置の移動方向及び移動量を周期的に検出し、それらのデータを前記ＲＡＭに順次記
憶する。
【００４２】
＜ステップＳ６＞
　ステップＳ６において、制御部１６は、前記タッチ操作が終了したか否かを判断する。
例えば、制御部１６は、操作表示部１０からの信号に基づいて、表示部２０の画面がタッ
チされていない状態であることを検出すると、前記タッチ操作が終了したと判断する。そ
して、前記タッチ操作が終了したと判断されると（Ｓ６：Ｙｅｓ）、処理がステップＳ７
に移行する。一方、前記タッチ操作が終了していないと判断されると（Ｓ６：Ｎｏ）、処
理が前記ステップＳ５に戻る。
【００４３】
＜ステップＳ７＞
　ステップＳ７において、制御部１６は、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作である
か否かを判断する。具体的には、制御部１６は、前記ステップＳ５で前記ＲＡＭに記憶さ
れたデータ（すなわち、表示部２０の画面上に描かれた形状を示すデータ）に基づいて、
前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であるか、表示部２０に表示されているソフトキ
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ー（例えば、ソフトキーＫ１、ログアウトキーＫ２、又はコマンドキーＫ３）の操作であ
るかを判定する。例えば、制御部１６は、前記タッチ操作における全てのタッチ位置がい
ずれか１つのソフトキー上にある場合には、前記タッチ操作が当該ソフトキーの操作であ
ると判断し、それ以外の場合には、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であると判断
する。前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作であると判断されると（Ｓ７：Ｙｅｓ）、
処理がステップＳ８に移行する。一方、前記タッチ操作が前記ジェスチャー操作ではない
と判断されると（Ｓ７：Ｎｏ）、処理がステップＳ１０に移行する。
【００４４】
＜ステップＳ８＞
　ステップＳ８において、制御部１６は、今回行われたジェスチャー操作と、ジェスチャ
ー情報Ｄ２に登録されている各ジェスチャー操作とを照合する照合処理を実行する。例え
ば、制御部１６は、前記ステップＳ５で前記ＲＡＭに記憶されたデータ（すなわち、表示
部２０の画面上に描かれた形状を示すデータ）と、現在ログイン中のユーザーのユーザー
ＩＤとに基づいて、前記照合処理を実行する。そして、制御部１６は、ジェスチャー情報
Ｄ２に登録されている一又は複数のジェスチャー操作の中から、今回行われたジェスチャ
ー操作と同じユーザーによる同じジェスチャー操作を検出する。
【００４５】
＜ステップＳ９＞
　ステップＳ９において、制御部１６（表示処理部１６３）は、前記ステップＳ８の照合
処理により検出された前記ジェスチャー操作に対応するジョブのジョブ詳細画面Ｐ１を表
示部２０に表示する。例えば、図８に示されるような形状Ｊ１のジェスチャー操作がユー
ザーＢによって行われたことが検出された場合は、制御部１６は、ジェスチャー情報Ｄ２
において当該ジェスチャー操作と関連付けられているジョブ（すなわち、ジョブＩＤが「
ＦＦＦＦＦ」であるジョブ）のジョブ詳細画面Ｐ１（図９参照）を表示部２０に表示する
。このとき、制御部１６は、予め設定された画面構成情報Ｄ３に基づいて、前記ジョブの
進捗状況（すなわち、現在の状態）に応じて、ジョブ詳細画面Ｐ１に表示すべき表示項目
及びコマンドキーＫ３を変化させる。
【００４６】
　例えば、前記ジョブの進捗状況が「読取中」である場合には、制御部１６は、ジョブ詳
細画面Ｐ１において、前記ジョブの進捗情報を示す情報として「読取完了枚数」の情報を
表示すると共に、前記ジョブを操作するコマンドキーＫ３として「ジョブ中止」のコマン
ドキーＫ３及び「ジョブ停止」のコマンドキーＫ３を表示する。また、前記ジョブの進捗
状況が「出力中」である場合には、制御部１６は、図９に示されるように、ジョブ詳細画
面Ｐ１において、「出力完了枚数」、「出力予定枚数」、及び「読取完了枚数」の情報を
表示すると共に、「ジョブ中止」及び「ジョブ停止」のコマンドキーＫ３を表示する。な
お、前記ジョブの進捗状況が「読取中」である場合と「出力中」である場合とを区別する
ことなく、一纏めにして「処理中」としてもよい。そして、前記ジョブの進捗状況が「処
理中」である場合には、制御部１６は、図９に示されるように、ジョブ詳細画面Ｐ１にお
いて、「出力完了枚数」、「出力予定枚数」、及び「読取完了枚数」の情報を表示すると
共に、「ジョブ中止」及び「ジョブ停止」のコマンドキーＫ３を表示してもよい。
【００４７】
　また、例えば、前記ジョブの進捗状況が「停止中」である場合には、制御部１６は、ジ
ョブ詳細画面Ｐ１において、「出力完了枚数」、「出力予定枚数」、及び「読取完了枚数
」の情報を表示すると共に、「ジョブ再開」及び「ジョブ中止」のコマンドキーＫ３を表
示する。また、前記ジョブの進捗状況が「待機中」である場合には、制御部１６は、ジョ
ブ詳細画面Ｐ１において、「出力予定枚数」、及び「読取完了枚数」の情報を表示すると
共に、「ジョブ優先」及び「ジョブ中止」のコマンドキーＫ３を表示する。また、前記ジ
ョブの進捗状況が「完了」である場合には、制御部１６は、ジョブ詳細画面Ｐ１において
、「出力完了枚数」及び「読取完了枚数」の情報を表示すると共に、「付加機能」のコマ
ンドキーＫ３を表示する。なお、「付加機能」のコマンドキーＫ３の操作により入力可能
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なコマンドの例としては、当該ジョブとジェスチャー操作との関連付けを解除するコマン
ド、又は当該ジョブに関する情報をジョブ情報Ｄ１から削除するコマンドなどが挙げられ
る。そして、処理がステップＳ１１に移行する。
【００４８】
　なお、前記ステップＳ８において、条件に合致するジェスチャー操作が複数検出された
場合には、制御部１６は、それらの複数のジェスチャー操作に対応する複数のジョブの中
から、情報を表示すべきジョブをユーザーに選択させてもよい。そして、制御部１６は、
ユーザーにより選択されたジョブのジョブ詳細画面Ｐ１を表示してもよい。
【００４９】
＜ステップＳ１０＞
　ステップＳ１０において、制御部１６は、前記タッチ操作により操作されたソフトキー
（例えば、ソフトキーＫ１、ログアウトキーＫ２、又はコマンドキーＫ３）に対応する処
理を実行する。そして、処理がステップＳ１１に移行する。
【００５０】
＜ステップＳ１１＞
　ステップＳ１１において、制御部１６は、前記ユーザーがログアウトしたか否かを判断
する。例えば、制御部１６は、表示部２０に表示されるログアウトキーＫ２（図８参照）
が操作された場合に、前記ユーザーがログアウトしたと判断する。そして、前記ユーザー
がログアウトしたと判断されると（Ｓ１１：Ｙｅｓ）、処理が前記ステップＳ１に戻る。
一方、前記ユーザーがログアウトしていないと判断されると（Ｓ１１：Ｎｏ）、処理が前
記ステップＳ２に戻る。
【００５１】
　以上のように、本実施形態に係る画像処理装置１では、或るジョブについての前記実行
開始操作が行われた後に、任意の形状のジェスチャー操作が行われると、当該ジェスチャ
ー操作が前記ジョブと関連付けて記憶される。そして、当該ジェスチャー操作と同じジェ
スチャー操作が後ほど行われると、前記ジョブに関する情報（ジョブ詳細画面Ｐ１）が表
示される。したがって、本実施形態に係る画像処理装置１によれば、画像処理装置１に記
憶されている一又は複数のジョブのうちの特定のジョブに関する情報をユーザーが必要に
応じて簡単に表示させることが可能である。
【００５２】
　また、本実施形態では、前記ジェスチャー操作がユーザーと関連付けて記憶されるため
、或るユーザーによるジェスチャー操作に応じて、別のユーザーのジョブのジョブ詳細画
面Ｐ１が表示されてしまうことを防止することができる。
【００５３】
　また、本実施形態では、ジョブ詳細画面Ｐ１に、ジョブの進捗状況に応じたコマンドキ
ーＫ３が表示されるので、ユーザーは、より簡単に所望の操作を行うことができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、表示部２０の画面の任意の領域において前記ジェスチャー操作
を行うことができるので、表示部２０の画面の一部を前記ジェスチャー操作を行うための
専用の領域として確保する必要がない。よって、表示部２０の画面を有効に利用すること
ができる。
【００５５】
［変形例］
　なお、本実施形態では、前記ジェスチャー操作がユーザーと関連付けて記憶されるが、
本発明はこれに限定されない。すなわち、前記ジェスチャー操作がユーザーと関連付けず
に記憶されてもよい。
【００５６】
　また、本実施形態では、表示部２０の画面の任意の領域において前記ジェスチャー操作
を行うことができるが、本発明はこれに限定されない。他の実施形態では、例えば、所定
のユーザー操作に応じて、前記ジェスチャー操作を行うための操作画面が表示部２０に表
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示されてもよい。
【００５７】
　また、本実施形態では、或るジョブについての前記実行開始操作が行われてから一定時
間（例えば１０秒間）が経過するまでの期間に行われたジェスチャー操作が、前記ジョブ
と関連付けて記憶されるが、本発明はこれに限定されない。他の実施形態では、例えば、
前記実行開始操作が行われてから、いずれかのソフトキー又はハードキーが操作されるま
での期間に行われたジェスチャー操作が、前記ジョブと関連付けて記憶されてもよい。も
しくは、前記実行開始操作が行われてから、ユーザーがログアウトするまで（すなわち、
ログアウトキーＫ２が操作されるまで）の期間に行われたジェスチャー操作が、前記ジョ
ブと関連付けて記憶されてもよい。
【００５８】
　なお、制御部１６は、ジェスチャー情報Ｄ２として記憶されている前記ジェスチャー操
作を、予め定められた条件を満たしたことに応じて、ジェスチャー情報Ｄ２から削除して
もよい。例えば、制御部１６は、前記ジェスチャー操作に関連付けられているジョブの情
報がジョブ情報Ｄ１から削除されたことに応じて、当該ジェスチャー操作をジェスチャー
情報Ｄ２から削除してもよい。もしくは、制御部１６は、前記ジェスチャー操作に関連付
けられているジョブの進捗状況が「完了」になっており、且つ当該ジェスチャー操作に関
連付けられているユーザがログアウトしたことに応じて、当該ジェスチャー操作をジェス
チャー情報Ｄ２から削除してもよい。もしくは、制御部１６は、前記ジェスチャー操作に
関連付けられているジョブの進捗状況が「完了」になってから一定時間（例えば、１日）
が経過したことに応じて、当該ジェスチャー操作をジェスチャー情報Ｄ２から削除しても
よい。なお、ジェスチャー情報Ｄ２が前記ＲＡＭに記憶される場合には、画像処理装置１
の電源がオフされたことに応じてジェスチャー情報Ｄ２が消去されてもよい。
【符号の説明】
【００５９】
１　画像処理装置
１０　操作表示部
１５　記憶部
１６　制御部
２０　表示部
２１　スタートキー
２２　ハードキー
１６１　検出処理部
１６２　記憶処理部
１６３　表示処理部
１６４　識別処理部
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